
 

 

 

 

 

 

 

 

明けましておめでとうございます。 

新しい 1 年が子どもたちと保護者の皆様にとって幸多き年となりますよ

う、お祈り申し上げます。 

昨年は、新型コロナウイルスにより子どもたちの生活にも制限がかかり不

便だったことと思います。年が明けましても変異株の発生もあり、気が抜

けない情勢です。そのような状況下においても、保護者の皆様におかれま

しては、園での感染症対策へのご理解やご協力、誠に感謝申し上げます。 

２０２３年も、より一層健康対策に注意しながら、

継続して子どもたちが安心安全に過ごせるこども

園作りに取り組んで参りたいと思います。 

寒さが一段と身に染みるこの季節。白い息を吐きな

がらも「冬」という季節を感じ、子どもたちは元気に日々の遊びを楽しんでいます。

乾燥している季節なので、体調管理などに気を配りながら元気に過ごしていきたいと

思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１月１６日  緑陽台認定こども園  No.２１  文責：川原 

職員の能力と保育の質の向上を目的に、定期的に

葵学園系列園の職員で研修を行っています。１月１

２日（木）は、緑陽台認定こども園で公開保育を行

いました。 

 他園の先生が来て、制作活動や運動あそび、ゲー

ムあそびやコマ回しなど、各クラスの保育を見てい

きました。先生たちも緊張していましたが、子ども

たちもドキドキしていたようです。 

後日、緑陽台認定こども園の職員も他園の保育を見

学に行きます。学んだことを日頃の保育にフィード

バックして、保育の質の向上に努めてまいります。 

 １月１４日（土）令和５年度の新入園児面接・

説明会が行なわれました。都合がつかず何名か

のお友だちは別日の対応となりましたが、この

日は令和５年度新入園のお友だち２１名が分

散で５グループに分かれて「面接・説明会」に

参加してくださいました。 

 初めてのこども園に緊張した様子のお友だ

ちもいました。先生とお話ししたり遊んだりし

ているうちに緊張がほぐれてきたようでした。 

４月から、たくさんのお友だちが緑陽台認定こ

ども園に仲間入りします。楽しみですね♬ 



12 月２３日（金）クリスマス会が行われました。園長によ

る手品や先生方によるハンドベル演奏、ブラックパネルシア

ター、オーボエの演奏と、お楽しみがいっぱいで、笑顔が絶

えないクリスマス会となりましたよ。 

 先生たちの出し物が終わると、どこからともなくきれいな

鈴の音が聞こえてきました🎵鈴の音と共に登場してくれたのは、サンタクロースさん！！♡ サンタクロー

スさんの登場にお友だちは大興奮😊 りか先生がみんなを代表してサンタクロースさんに質問をしてくれ

ました。「どこからきたんですか？」「何しに来てくれたんですか？」という質問に「遠い遠いところから来

たよ。」「良い子のみんなにプレゼントを渡しに来たよ。」と答えてくれましたよ。 

 サンタクロースさんも一緒に、みんなで「あわてんぼうのサンタクロース」のお歌を歌い、「ジングルベ

ル」の曲に合わせてフォークダンスを踊りました。フォークダンスでは、サンタクロースさんは以上児さん

の輪の中に入ってくれました。二人で組になるダンスのところでは、最初みんなが遠慮して誰もサンタクロ

ースさんとペアにならず、慌ててみなみ先生が駆け寄ってペアになって踊るという珍事件（⁉）もありまし

た。曲の後半ではサンタクロースさんの回りに子どもたちが集まって一緒に踊っていて、ほほえましくもあ

り、ホッと一安心でした。 

その後サンタクロースさんはお友だち一人ひとりにプレゼントを渡してくれました。サンタクロースさ

んの姿に驚いて腰が引けているお友だちもいましたが、その姿もほほえましく思えました。 

 クリスマス会が終わった後も、クリスマス特別メニューの給食（ケチャップライス・コンソメスープ・鶏

のから揚げ・カボチャの煮物・いちご）をほおばり、笑顔いっぱいのお友だちでした。お昼寝が終わった後

もお楽しみは終わりません。午後のおやつにクリスマスゼリーを食べて、（一号認定児さんはお帰りの前の

時間にいるか組でクリスマスゼリーを食べました。）お土産にケーキを持ち帰って、緑陽台認定こども園の

クリスマスの一日を大満喫しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
登園降園管理のタブレット化について 

 現在、園児の登園降園時間の管理をタイムカードによる打刻で行っており

ましたが、令和５年度よりタブレットによる打刻管理に変更となります。 

タブレットの操作法等につきましては追ってお知らせをいたします。 


